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藩校造士館創立250周年・鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター

設立1周年記念シンポジウム「五代友厚と〈鹿児島の近現代〉」�
「鹿児島の近現代」教育研究センター　特任准教授　伴野�文亮

2023（令和5）年10月29日（日）に、かご
しま県民交流センター大ホールにおいて、
藩校造士館創立250周年・鹿児島大学法文
学部附属「鹿児島の近現代」教育研究セン
ター設立1周年記念シンポジウム「五代友
厚と〈鹿児島の近現代〉」を開催しました。

本シンポジウムは、第Ⅰ部「基調講演」
と第Ⅱ部「トークセッション「五代友厚と

〈鹿児島の近現代〉」」の二部構成で実施し
ました。

第Ⅰ部では、八木孝昌氏（一般社団法人
日本コミュニティカレッジ講師）と井上潤
氏（公益財団法人渋沢栄一記念財団渋沢史
料館顧問）に講演をお願いしました。八木
氏には、「五代の「弘成館」鉱山業―半田銀
山をめぐって」というタイトルで、半田銀
山（福島県桑折町）をめぐる五代の取り組
みについてご講演いただきました。井上氏
には「近代日本社会の創造者渋沢栄一の思
想と行動～五代友厚との関係に触れながら
～」というタイトルで、五代と同時代を生
きた実業家である渋沢栄一の思想と行動に
ついて、途中渋沢の五代評にも触れていた

だきながらご講演いただきました。
第Ⅱ部では、メディアにおける「五代友

厚」像の形成や、五代と鹿児島との関係を
めぐる〈記憶〉の継承のあり方をテーマと
して、多彩なゲストを招いて議論しまし
た。登壇者は上記基調講演者に加え、田中
光敏氏（映画監督）、寺尾美保氏（立教大学
特任准教授）、下豊留佳奈氏（郷土史家）の
3名をゲストとしてお招きしました。田中
氏には、五代友厚を主人公とした映画「天
外者」の撮影時のエピソードなどをお話し
いただきました。寺尾氏には明治期の島津
家を研究されているお立場から、下豊留氏
には郷土史家としてひろく鹿児島の歴史研
究に携わっているお立場から、鹿児島の近
現代史に五代を位置付けていく際に留意す
べき視座についてご提言いただきました。

当日は、現地・オンライン合わせて約200
名の方々にご参加いただきました。本シン
ポジウムの開催によって、今後五代友厚を
研究していく際にポイントとなる認識につ
いて、国内外の多くの方々と共有すること
ができました。
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五代友厚のシンポジウムの感想�
� 法文学部人文学科2年　末岡�隼

「五代友厚と〈鹿児島の近現代〉」のシン
ポジウムは、これまで、政商としてあまり
良い印象を持たれていなかった五代友厚に
ついて、視点を変えて考え直す試みでし
た。五代友厚はこれまで、政商、開拓使官
有物払下事件など、歴史教科書などでは悪
い印象かつ低い評価で書かれることが多い
存在でしたが、今回のシンポジウムでは五
代友厚の「英雄」としての側面を見出す講
演やトークがたくさん行われました。ま
た、比較として渋沢栄一の功績と五代の友
厚の功績と比較して五代の功績がより鮮明
化する試みも行われました。

このシンポジウムに参加して思ったこと
が二つあります。一つ目は、五代友厚はや
はりこれまで言われてきたような悪い人、
政商という言葉が持つ「政府とつながりの
あるずるい人」とイメージの人ではないと
いう事です。今回のシンポジウムでは、五
代友厚の人柄や考え方がうかがえる史料が
いくつか紹介されました。それをみると五
代友厚も、明治維新に名を連ねる薩摩の英
雄と変わらない、日本の発展を願って行動
した人だったことがよくわかりました。二
つ目は、歴史の人物の評価は困難かつ一度
世間で定着したイメージを払しょくするの
は難しいという事です。歴史上の人物の評
価や世間でイメージは、その人物が残した
功績や人柄で決まると思います。しかし残
念ながら本来評価されるべき人物が言葉の
イメージや、何か一つの悪い出来事が広ま
ることで世間での評価やイメージが悪く
なってしまうことがあります。その典型例
が五代友厚といえるでしょう。今回のシン
ポジウムに参加して、これまでの五代が正
当に評価されていないことを嘆く専門家の
先生のお話を聞き、一人の人物の評価を変

えるのは難しいことなのだと実感しまし
た。難しいかもしれませんが、今回紹介さ
れた映画「天外者」、などのメディアコンテ
ンツ、そしてこのようなシンポジウムをコ
ツコツと積み重ねることが評価されるべき
人物に正当な評価を与えることにつながる
と思いました。

日本のために動き、功績を残した人物が
正当な評価を受けないことは、明治日本を
検証する上で障害になるだけでなく、これ
からの日本を考えるときに過去の偉人から
得られるヒントを見落としてしまうかもし
れません。今回のシンポジウムは見落とし
ていたものを拾い上げる貴重な機会といえ
ると思いました。
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「鹿児島の近現代」連続トークイベント「＃鹿児島の女性�02」�
� 「鹿児島の近現代」教育研究センター　副センター長　西村�知

法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研
究センターは、令和5年11月11日、鹿児島大
学国際島嶼教育研究センターにて「鹿児島
の近現代」連続トークイベントの第02回を
開催いたしました。

第1部では、法文学部4年生の向吉瞭さん
による発表「鹿児島の外国人が活躍するた
めに」がありました。発表では、日本人と
同様に自由に働くことができる外国人は、
鹿児島県では、フィリピン人が最も多いこ
とを統計で示し、外国人が活躍する鹿児島
の将来を考える場合、まずはフィリピン人
に焦点を当てることが重要であると述べま
した。そして、フィリピン人は、語学力や
明るい性格、農業経験を活かした業種で地
域の経済に貢献することができるのではな
いかとの意見を述べました。また、鹿児島
市の外国人サポート多言語アプリの「Kago 
Tips」を紹介し、鹿児島県や鹿児島市の多
文化共生に向けた支援の重要性を強調しま
した。

第2部では、大隅半島で農作物の生産販
売や雑貨販売に取り組まれている、ドウ
チ・アルマさんと、ニシムラ・ジョアンさ
んによるトーク「外国人女性の小規模ビジ
ネス」がありました。お二人は、フィリピ
ンの文化を鹿児島で広めることを目的とし
た任意団体「鹿児島フィリピン文化サーク
ル」（KFCC）の会員です。ニシムラさん
は、会長、ドウチさんは、副会長です。ま
ずは、 大隅半島の温暖な季候を活かし、モ
リンガや調理用バナナ（サバ種）などの
フィリピンの農作物を生産し、インター
ネットを使い動画や SNS で販売促進して
いる様子が語られました。次に、自宅の一
部でフィリピンの食材などを販売する「サ
リサリストアー」（フィリピノ語で小規模

雑貨）についても語られました。お二人の
トークの後、ニシムラさんは、ドウチさん
の小規模ビジネスについて、従来型の対面
販売にオンラインビジネスを、そのメリッ
トとデメリットを理解したうえで効果的に
組合わせている点で優れているとして高く
評価しました。最後に、参加者からの質問
やコメントなどが受け付けられました。行
政書士の方からは、外国人がビジネスする
場合、営業許可取得やビジネスのための公
的資金の申請などにおいて、日本人のサ
ポートが効果的であるとのアイデアを共有
されました。

2つのトークのあと、「鹿児島フィリピン
文化サークル」による、「バナナデザート試
食会」が開催され、会場参加の皆様とフィ
リピンのバナナ料理に舌鼓をうちました。
当日は、フィリピノ語、英語、日本語が入
り乱れて、大いに盛り上がりました。
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奄美群島日本復帰70周年記念　地域シンポジウム
「沖永良部の近現代―沖永良部の現在―」�

� 法文学部法経社会学科経済コース　准教授　澤田�成章

法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研
究センターは，本学国際島嶼教育研究セン
ター、知名町、和泊町と共催で令和5年12月
8日と9日の2日間にわたり、地域シンポジ
ウムを開催いたしました。2日間の参加者
は延べ80名以上でした。

12月8日には和泊会場（和泊町役場結い
ホール）にて、皆村武一鹿児島大学名誉教
授による和泊町への寄贈図書のお披露目会
が開催されました。開会と共にこれまでの
図書寄贈に向けて鹿児島大学としてお手伝
いさせていただくことになった簡単な経緯
を法文学部澤田よりご説明しました。続
き、和泊町代表者として竹下教育長から感
謝が述べられました。その後、皆村名誉教
授より高校卒業のタイミングで島を出てか
ら今日に至る研究の足あとや、図書寄贈に
あたっての故郷に対する想いについてお話
しいただきました。皆村名誉教授の想いを
受け、鹿児島大学として寄贈図書の利活用
をどのように促進していくかについて澤田
から改めてご説明し、最後は前登志朗町長
に閉会挨拶をいただきました。

12月9日には知名会場（フローラル館）に
て、トークセッションを中心としたシンポ
ジウムが開催されました。同年3月に続く
第2回として、沖永良部の現在という視点
で、沖永良部に住む様々な立場の方のお話
をうかがうことを主たるテーマとしており
ます。沖永良部の過去から未来をつなぐ現
在の立ち位置について、第Ⅰ部 未来の沖

永良部に向けて、第Ⅱ部 沖永良部に暮ら
すひとの現在、第Ⅲ部 特別座談会「沖永良
部と文学」の3部構成で議論しました。開会
あいさつでは、Zoom を用いて丹羽謙治セ
ンター長から、沖永良部の産業、文化、ひ
との取り組みを明らかにし、未来につなげ
ていく活動への期待についてお話しいただ
きました。

第Ⅰ部では、はじめに和泊町役場企画課
長補佐兼脱炭素推進室長の永野俊樹氏よ
り、知名町と和泊町が一体となって現在進
めているゼロカーボンアイランド沖永良部
の取り組み紹介がありました。続いて一般
社団法人シマスキのメンバーから、島の若
手の主体的な取り組みについて紹介いただ
きました。株式会社 Novelio 代表（鹿児島
大学法文学部4年生）の宮田陸さんは在学
中に自身が設立した会社のビジネスモデル
について紹介し、沖永良部には仕事がない
のではなく、隠れた宝を効果的に活用する
仕組みが整っていないだけではないかと投
げかけました。

第Ⅱ部は、沖永良部に暮らす人の現在に
焦点をあて、「ずっと島にいる人たち」「島
外から来た人たち」「国外から来た人たち」
の3つの視点から、それぞれ島で暮らすこ
と、島ではたらくことについての議論を行
いました。

一般社団法人シマスキのメンバーを中心
としたパートでは、沖永良部で農業に携わ
る事業者は協力してブランドを育てる意識
が強く、一体感を強みとして磨いていくこ
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との重要性や、人手不足解消に向けた決意
などについての議論が盛り上がりました。

えらぶ島づくり事業協同組合のメンバー
を中心としたパートでは、コーディネー
ターの日高特任助教から社会学におけるヨ
ソモノという概念と沖永良部におけるヨソ
モノについて前提共有があったのち、I
ターンで来島して働く2名の若手のお話を
うかがいました。「東京（都会）との生活水
準の違いは感じない」「島で若手に割り振
られる仕事が“作業”となっており、やり
がいや自己成長を感じ辛い」といった、島
外での社会人経験があるからこその視点が
際立ちました。

国外から来た人たちから見た沖永良部を
テーマにしたパートでは、西村知副セン
ター長が趣旨説明を行い、鹿児島県のなか
でも沖永良部は外国人の受け入れ人数が多
く、またその歴史も長いこと、そのため多
文化共生のトップランナーとして学ぶ点が
多いことなどが説明されました。登壇した
のは沖永良部2世であり、I ターン者として
在沖永良部の外国人と島の人をつなぐ活動
を展開しているネルソン水嶋氏と、介護施
設で働きながら日本への帰化を目指す中国
人の江氏のお二人です。介護の資格を取得
した後も沖永良部に残りたいというご自身
の目標や、「島の人たちには島に来たばか
りの外国人に対してもっと親身になってあ
げて欲しい」といった希望についてお話し
いただきました。

第Ⅲ部は、特別座談会「沖永良部と文学」
と題し、在野の研究者として長く沖永良部
の経済・社会・文化の研究を続けてこられ

た知名町役場の前利潔氏と、鈴木優作特任
助教による一色次郎に関するトークセッ
ションを実施しました。

前利潔氏による冒頭のプレゼンテーショ
ンでは、一色次郎が生まれた時代の沖永良
部がどのような経済・社会であったか、一
色次郎に対して県内の新聞各紙はどのよう
に取り上げてきたか、作品ごとの一色次郎
の沖永良部への想いの変遷等について共有
いただきました。

鈴木特任助教との対談の中では、一色文
学の魅力や今後の沖永良部の文学に対する
期待に光が当てられました。対談を通じ
て、一色次郎自身が沖永良部島への想いと
父への想いの中で葛藤しており、それが一
色文学の魅力を形成している点が確認され
ました。また、「東京空襲記」や「愛の風土
と人生～古里日記～」といった作品では記
録にこだわった側面もみることができ、記
録という面で活躍した作家としての側面も
一色次郎の魅力といえそうです。

プログラムの最後は、鹿児島大学法文学
部松田忠大学部長より、総括と閉会の挨拶
がありました。脱炭素の先進的な取り組み
や若者の主体的な活動など、沖永良部は先
進的な離島モデルを発信していくポテン
シャルがあることが確認できたと、本シン
ポジウムの成果を総括するとともに、今後
も末永く鹿児島大学の教育研究活動へのご
理解とご協力をいただきたいと、沖永良部
の方々の支援を呼びかけました。
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「アートと地域とまちづくり」�
（2023年10月27日＠鹿児島大学ラーニング・コモンズ1）報告�

� 法文学部人文学科多元地域文化コース　准教授　太田�純貴

「地域とアートの相互作用を発掘・検証
しその可能性を探究するプロジェクト」の
一環として、アートと地域とまちづくり、
およびこの三者の関係について多角的に知
見を獲得し議論することを目的に、トーク
イベント「アートと地域とまちづくり」を
2023年10月27日（金）（於・鹿児島大学法文
学部ラーニングコモンズ1）に開催した。登
壇者は、藤浩志氏（美術家、秋田公立美術
大学教授）、市村良平氏（株式会社スタジオ
グッドフラット　代表取締役／企画・プロ
デューサー）、四元朝子氏（サンカイ・プロ
ダクション合同会社　広報／アートコー
ディネーター）である。

美術館と観光と経営、それらと連動する
常設展やコミッションワークの可能性、街
とのチャネル作りとしての企画展（の重要
さ）、近代美術館／現代美術館／アートセ
ンターの役割（の違い）、インプット／アウ
トプットにとどまらないアウトカムという
視点、制作者／鑑賞者という二項対立を超
える可能性を秘めた活動としての広報や
ファシリテーターなど、三氏からの話題は
多岐に渡った。そのどれもが秋田や鹿児
島、京都や東京等における具体的な活動や
事例を通して語られ、アートと地域とまち
づくりのための視点や問題意識を参加者全
員で一定程度以上共有できたように思われ
る。

三氏の議論は多岐に渡っていたが、アー
ト自体にも批判的な眼差しや一定の距離を
保ちつつ、それでもなおアートの重要性を
どのように語るのか／語り得るのかという
ことを実践しようとした態度は共通してい
ただろう。それは町おこしや地域おこしの
ためにアートを使うというような「道具と

してのアート」とは似て非なる態度、と
言ってもいいかもしれない。本イベント
は、アートへの批判的な態度は保持しつ
つ、アート自体の可能性や「楽しさ」、楽し
さを原動力とすることに臆することなく正
面から向き合う機会となったのではないだ
ろうか。
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「アートと地域と美術館」�
（2023年11月17日＠鹿児島大学ラーニング・コモンズ2）報告�

� 法文学部人文学科多元地域文化コース　准教授　太田�純貴

「地域とアートの相互作用を発掘・検証
しその可能性を探究するプロジェクト」の
一環として、アートと地域と美術館、およ
び三者の関係について多角的に知見を獲得
し議論することを目的に、祝迫眞澄氏（都
城市立美術館学芸員）と宮薗広幸氏（霧島
アートの森学芸員）を登壇者に迎えたトー
クイベント「アートと地域と美術館」を
2023年11月17日（金）（於・鹿児島大学法文
学部ラーニングコモンズ2）に開催した。

祝迫氏からは、団体鑑賞や企画展「アル
フォンス・ミュシャ展」の一環として都城
市の高校生によるバナーデザインプロジェ
クトの開催、高校生による現代美術作家・
高嶺格作品のメンテナンスなど、都城市立
美術館と地域との関わりを示す事例を多数
ご紹介いただいた。また、お話しいただい
た都城市立美術館の歴史・前史は、東京と
いう「中心」から宮崎という「周縁」への
美術概念の伝播（をめぐる力学）や、地域
の作家と地域の美術館の関係性を考える上
で、極めて重要な事例となるように思われ
る。

宮薗氏からは、パブリックアートやサイ
トスペシフィック・アートなどの概念を中
心に、現代アートを理解するための文脈に
ついてお話しいただきつつ、その文脈にお
ける霧島アートの森や収蔵作品、美術館が
もたらす体験の位置付けについてお話しい
ただいた。同時に、大隅アートライブ展の
ような地域との関わり・対話、大寺聡氏の
ような地域のアーティストとの関係につい
ても知見を得ることができた。これらは鹿
児島と現代アートの関係を検討していく上
で、有益な補助線となる。

本イベントで印象的だったのは、登壇者

のご発表に加えて、学生たちからの質問で
ある。サードプレイスとしての美術館の可
能性、作品売買が不可能な場所としての美
術館に関する質問が、学生たちから提出さ
れた。これら以外も、美学や日本近現代美
術史、美術史と人類学の交差点において、
継続的な検討に値する質問ばかりであった
ことは記しておきたい。
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「アートと地域と教育」�
（2023年12月1日＠鹿児島大学ラーニング・コモンズ1）報告�

� 法文学部人文学科多元地域文化コース　准教授　太田�純貴

「地域とアートの相互作用を発掘・検証
しその可能性を探究するプロジェクト」の
一環として、アートと地域と教育、および
三者の関係について多角的に知見を獲得し
議論することを目的に、坂本顕子氏（熊本
市現代美術館学芸員）と早川由美子氏

（NPO 法人 PandA 理事長）を登壇者に迎
えたトークイベント「アートと地域と教
育」を2023年12月1日（金）（於・鹿児島大
学法文学部ラーニングコモンズ1）に開催
した。

早川氏からは NPO 法人立ち上げの動機
からアートマネジメントへと至る経緯とそ
の展開について、鑑賞者開発、機関誌の発
行、展覧会等企画運営事業、ワークショッ
プ事業、アーティストマネジメントとして
の支援事業などの事例をご紹介いただきつ
つ、お話しいただいた。

坂本氏からは、「アートパス」「アートプ
ログラム」「1年生カード」のような教育普
及事業に加え、「街なか子育てひろば」「文
化政策としてのご用聞き」「福祉と芸術」

「認知症の方やそのご家族を対象とした対
話型鑑賞」「フレンドリーオンライン」「や
さしい日本語」への取り組みといったアー
トコミュニケーション、地域や行政との連
携の事例についてお話しいただいた。

両氏の立場は異なるが、アートを消費す
るすなわち一過性の流行として捉えて使用
するのではなく、地域や受け手（の多様性）
といった複数の文脈にアートを合わせなが
ら根付かせていくための手法や視野を提供
しようとしている姿勢は共通していたよう
に思われる。

今回の両氏のご発表は、鹿児島大学法文
学部で蓄積されてきた研究成果や知見に眼

を向ける目契機ともなるのではないだろう
か。やさしい日本語やアートマネジメン
ト、アートと社会教育などについては、本
学部で一定程度以上の成果や知見の積み上
げが存在する。これらに目を向けること
は、地域における大学の位置付けの再考・
評価、研究成果と地域の活動との相互作用
の確立に繋がるだろう。
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鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター�地域シンポジウム
いま水俣病を考えること　鹿児島の水俣病を撮りつづける写真家との対話�
� 理学部物理・宇宙プログラム　助教　中川�亜紀治

2023年12月2日（土）、鹿児島大学にてシ
ンポジウム「いま水俣病を考えること　鹿
児島の水俣病を撮りつづける写真家との対
話」を開催しました。2時間半のシンポジウ
ム参加者は80名を超え、本学の様々な学部
学生さんの参加もありました。

水俣病は高度経済成長期に熊本県と鹿児
島県で起こった社会的事件です。発生から
70年が経とうとする現代においても、水俣
病は私たちに様々な課題を投げかけ続けて
います。本シンポジウムは、写真を切り口
に、水俣病をいまに伝える意味を市民と共
に考える場となりました。

前半では理学部物理・宇宙プログラム中
川亜紀治が「水俣病のおさらい」と題して
講話を行いました。水俣病は幅広い世代が
すでに公害として学んだ経験を持つため
か、多くの人が理解したつもりになってい
るのではないでしょうか。講話では地理
的・歴史的観点から鹿児島と水俣病のつな
がりを紹介し、時系列で水俣病の史実を整
理することで水俣病を一からとらえ直す機
会としました。

後半では写真家の小柴一良さん、南日本
新聞の中野あずささんを迎え、法文学部地
域社会コース農中至の進行による対談を行
いました。小柴さんは1974年から水俣病の
取材を始め、現在も出水や水俣を訪ねられ
ています。会場には小柴さんの作品5点を
組み写真の手法で展示しました。胎児性の
男性患者と母親が見つめ合う姿と、その患
者の右手を収めた写真。男性のその手は、
彼の生涯で一度も道具として使われる場面
が無かったゆえに赤子のような優しい形を
しています。出水市の未認定患者が部屋で
座り込む姿も展示しました。これらの写真

を対談の背景にしながら、モノクロ表現を
大切にする小柴さんが今も追い続ける「納
得のいく水俣の写真」に対する考えなどを
伺いました。対談では多くの参加者からも
声が上がり、登壇者とのライブ感あるやり
取りが交わされました。発言には参加者そ
れぞれの問題意識が現れ、水俣病問題が持
つ多面性を示しているようでした。

最後は一般社団法人「水俣・写真家の眼」
の奥羽香織さんから、写真を通して水俣病
を伝える活動を紹介頂きました。奥羽さん
からは「写真などの残されたものでしか水
俣病を知る事はできず、一枚でも多く残す
ことが大切」、「未発表の写真には水俣の暮
らしの息づかいが写りこんでいる」といっ
た声をうかがいました。

いま水俣病を
考えること

鹿児島大学 法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター   地域シンポジウム
入場無料

鹿児島の水俣病を撮りつづける写真家との対話

2023. 12. 2
問合せ： 中川 亜紀治（ 鹿児島大学理学部 物理・宇宙プログラム , 鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター地域マネジメント教育研究プロジェクト代表者）
  　　電話： (099) 285-8077  　メール： nakagawa@sci.kagoshima-u.ac.jp

プログラム
【第１部】

水俣病のおさらい  
中川 亜紀治 （鹿児島大学 理学部）

【第２部】
水俣を撮る写真家との対話　
小柴 一良氏をむかえて
進行：農中 至 （鹿児島大学 法文学部）
登壇者：小柴 一良 （写真家）
               中野 あずさ （南日本新聞社）
               中川 亜紀治 （鹿児島大学）

「水俣・写真家の眼」 活動紹介
               奥羽 香織 （一般社団法人
                                     水俣・写真家の眼）

13：00

14：00

15：10

　１９５６年の公式確認から６７年が経過する水俣病問題。その姿は、時に立場を異にする人々
の闘いであり、日常の中でつい目を背けがちな場面の連続でもありました。しかし、患者とその
家族、そして彼らを支える人々が向き合ってきた苦難とその足跡は、多様な悩みをかかえて現代
を生きる私たちの道しるべとなってくれるのではないでしょうか。

　鹿児島県の水俣病を見守る写真家小柴一良氏を迎え、撮り続ける意味や写真が果たす役
割について考えます。どうぞ、身がまえることなく、普段着のままの心と眼で水俣病の歴史を受け
とめてみてください。それはきっと、私たちすべての明日への糧となるはずです。

駐車場はありません。公共交通や周辺パーキングをご利用ください。

日時 : ��月 �日（土）
         ��:�� - ��:��

ゲスト : 小柴 一良
         （写真家）

場所 : 鹿児島大学 法文学部 
        １号館 ２階 ２０１教室 閉会15：30

������������������������������������
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平成時代の地方分権改革を振り返る�
� 「鹿児島の近現代」教育研究センター　客員教授　有馬�晋作

はじめに
平成時代30年（1989年1月8日～2019年4

月30日）の地方自治は地方分権改革が唱え
られ、地方分権一括法の制定、三位一体改
革、平成の大合併が行われ道州制論議が活
発化するなど、「改革の時代」でした。しか
し平成時代の最後には、改革の気運は著し
く低下し、今や道州制の話も全く聞きませ
ん。

筆者は、「平成時代の地方分権改革を振
り返る」と題し、みやざき経済研究所（宮
崎銀行設置）発行の『調査月報』2023年8～
12月号に、5回シリーズで特集しました。地
方分権改革は、まだ評価が定まらない部分
もありますが、行政学・地方自治論を専門
とする身にとっては、同時代的に歴史とし
て記述することは重要と考え執筆した次第
です。

本稿では、国政レベルで時代区分をして
平成の地方分権改革の全体像を紹介します

（本稿は特集を要約して紹介するもので
す）。
55年体制の崩壊と第1次分権改革
―1990年代―

現在、政治資金パーティーによる「政治
とカネ」問題が、クローズ・アップされて
いますが、昭和天皇崩御で始まった平成時
代（89年1月8日～）の最初は、同じくリク
ルート事件で「政治改革」が大きく注目さ
れていました。このとき利益誘導型の政治
が問題視され、それは国への補助金や許認
可の権限集中、つまり中央集権が原因だと
されました。

この「政治改革」と80年代からスタート
した行政改革が合流したところで、地方分
権改革が国政レベルの課題として浮上しま
す。つまり、93（平成5）年の衆参両院での

地方分権推進決議です。同じく93（平成5）
年の非自民・細川連立政権は、政治改革と
して政党交付金導入と、衆議院選挙への政
権交代を可能とする「小選挙区比例代表並
立制」導入を実現します。ちなみに政治学
では、細川政権の成立は、55（昭和30）年
からの自民長期政権、いわゆる55年体制の
崩壊を意味する画期的な出来事とされま
す。

その後の社会・村山連立政権で、地方分
権推進法が成立し、分権委員会からの幾つ
かの勧告を経て、99（平成11）年に地方分
権一括法が成立します。これによって、従
来、自治体事務の多くを占める「機関委任
事務」、つまり自治体の首長を国の出先機
関として扱う事務が廃止され、国と地方の
関係が対等になりました。
小泉時代の分権改革
―2000年代前半―

劇場型政治で有名な小泉政権では、「3割
自治」と脆弱だった自治体財政の税源を増
やす三位一体改革（国庫補助金、地方交付
税、地方税を同時に見直し）と「平成の大
合併」が行われました。特に前者は、各省
庁が抵抗しましたが、首相を議長とする経
済財政諮問会議でトップ・ダウンで進めら
れました。政治主導が発揮され、国民の評
価も高かったです。ただ、このとき国の財
政再建のための地方交付税の大幅縮小が、
市町村合併が進んだ理由ともされます。

この平成の大合併で、約3300の市町村が
約1700まで半減しました。住民は市町村合
併で改革を実感しましたが、現在、旧町村
の衰退が指摘されています。
民主党政権前夜の第2次分権改革
―2000年代後半―

小泉政権のあとは自民短命政権が続き、
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このころから小泉時代の構造改革の負の側
面といえる格差拡大などが問題視されまし
た。その流れは、08（平成20）年のリーマ
ンショックによる景気後退と重なり政権交
代への流れとなります。このとき、「平成の
大合併」の次は都府県合併という「道州制」
論議も高まりました。

一方、地方分権改革は、国から県へ、県
から市町村への権限移譲と、法令の実施基
準の緩和、つまり自治体の自由度拡大が改
革対象となりました。これが第2次分権改
革といわれ、分権委員会から政府に勧告さ
れましたが、その実現は次の民主党政権に
委ねられました。
民主党政権での地域主権改革
―2010年前後―

生活第一を公約に掲げ、09（平成21）年
12月に民主党政権が発足します。民主党政
権は、前述の第2次分権改革を、ある程度実
現しました。一方、自民の地方分権改革は
遅々として進まないと批判し「地域主権改
革」を唱え、現行の地方自治法を抜本的に
見直す「地方政府基本法」の制定や住民自
治充実を目指しました。つまり高い目標を
掲げましたが、10（平成22）年夏の参院選
の民主敗退で「ねじれ」国会になり実現で
きませんでした。

結局、東日本大震災や福島原発事故への
対応のまずさもあって、国民の期待は失望
に変わり、12（平成24）12月に、民主から
自民へ政権交代をして安倍政権となりま
す。
安倍長期政権での地方分権改革
―2010年代―

平成時代最後の安倍長期政権（12年12月
～20年9月）は、アベノミクスや力強い政治

（安倍一強）が話題となりましたが、分権改
革には積極的でなかったようにみえます。

それは、従来の法律に基づく分権委員会
による勧告ではなく、自治体からの要望を

受けて検討する、いわゆる「手上げ方式」
に変更したからです。そのためか、改革内
容は、第1次、第2次に比べスケールが小さ
くなりました。

また盛り上がった道州制論議も、合併で
の旧町村衰退をみた自治体の反対で見送る
ことになり、道州制論議も今や全く聞かな
くなりました。
おわりに
―なぜ分権改革の気運は低下したのか―

近年、霞が関で、「地方分権改革は幕引き
ですか」とよく聞くそうです。全国首長

（自治体）アンケートをみると、半数が分権
の必要性を感じず、自治体の規模が小さい
ほど必要性を感じなくなります。法令の基
準緩和や権限移譲も、自治体の負担が大き
くなるのが理由だといわれます。長く続い
た行政改革によって、財政的にも人員的に
も余裕がないようです。むしろ現在の最重
要政策は、人口減少対策になっています。

以上、一気に平成時代の地方分権改革を
振り返りましたが、興味ある方は、前述の
筆者の特集をお読みください（参考文献も
本特集を参照してください）。
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ポツンと篠原國堅の墓�
� 「鹿児島の近現代」教育研究センター　客員研究員　友野�春久

「ポツンと…」というテレビ番組が人気
らしい。衛星写真で日本各地の人里離れた
一軒家を捜し出し、テレビスタッフがその
地を訪れ、居住者の人間模様を紹介する番
組である。

鹿児島市営郡元墓地にポツンと苔むした
個人墓が建っている。ここ数年、掃苔の際
に気にかけていた高さ1ｍ程の墓である。
小さい造花が手向けてあるものの、墓域内
は背の高い草に覆われており誰も観ている
様子はない。墓全体の写真を撮り、刻まれ
た文字をパソコンに落とし、この被葬者を
調査することにした。正面に「篠原國堅之
墓」、他の面に明治三十九年一月七日生、昭
和十一年九月十七日死、行年三十一歳、ま
た裏面に篠原静子・昭和十二年十月二十七
日亡・三歳と読める。

明治10年西南戦争時、薩軍一番大隊長篠
原冬一郎國幹も通字に「國」を使っている
ので、この家との関係を調べたが今のとこ
ろ判明していない。

調査を進めていくうちに「篠原國堅」は
明治45年4月、鹿児島県立女子師範学校附
属小学校に入学。在校中に、昭和の初め

「生命の綴方教授」の主唱者として著名な、
同校訓導田上新吉（1889生～1945没）との
出会いを知った。これが國堅の俳人として
のスタートである。田上は大正6年9月に広
島高等師範学校附属小学校訓導として転
任、國堅は6年生の時に鹿児島駅で田上を
見送っている。後広島の田上と俳句につい
て手紙のやり取りをしているので、その一
部を紹介しておこう。

御手紙を有難く拝見しました。おかはり
もありませんさうで、結構にぞんじます。
これから時々俳句を書いておくりますか

ら、なほして下さい（鹿児島　篠原國堅）。
蔓枯れし朝顔の種子とる秋のまひる
山茶花の鉢庭に出す晩秋の草取り
箒握る朝の露手拭にてふき取る

國堅少年から手紙数通を受けた田上は、
「篠原君は私が鹿児島にいた時分の生徒で
ありますが、これは私が廣島へ来た年に
貰ったものであります。俳句は所謂、“新傾
向”の行方によったもので、季題とか調子
とか舊來の約束に従って居りません。作者
の生活から生まれた尊い感激の結晶である
点に注目」（『鑑賞読本』大正13年）と評し、
その非凡な才能を感じ新興俳句を予見して
いる。

篠原國堅は父政治（医師）と母あさの次
男として鹿児島市池之上町91番に生まれ

（『篠原鳳作』）、姉5人、兄1人、弟1人（3歳
で夭折）がいた。小学校卒業後、鹿児島県
立第二中学校、第七高等学校造士館文科甲
類、昭和4年3月に23歳で東京帝大法学部政
治学科を卒業した。東大在学中の昭和3年

「ホトトギス」に雲彦の俳号で投句し初入
選している。卒業時の昭和4年は米国に端
を発した世界恐慌の影響で日本経済も危機
的な状況にあり、東大法卒の学歴も効果な
く職を得られなかった。また体が弱かった
ため帰郷したともいわれ、この頃から俳句
に本格的にのめり込んでいく。同6年鹿児
島市で「天の川」支部を創設したのち、同
年3月沖縄県立宮古中学校教諭に赴任し、
公民・英語の科目を担当。季節感のない亜
熱帯の宮古島で未踏・雲彦のち鳳作（ほう
さく）と号し、この時から沖縄の風土をふ
まえた“無季俳句”を句作、昭和8年「傘
火」を創刊し、横山白虹・西東三鬼らを迎
え新興俳句を推進した。約3年間の宮古中
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学校勤務の後、昭和9年2月に母校第二中学
校へ赴任する（『会員名簿』二中・二高女・
甲南高）。二中ではもの静かで温和な教師
と知られ、句作では批評を謙虚に聞く人柄
であった。教職の傍ら吉岡禅寺洞（福岡県）
に唱和し無季俳句運動を積極的に推進し、
雑誌「馬酔木」（あしび）と論争した時期も
あったが、後世俳壇史に名を残すことにな
る。

同10年、衆議院議員・鹿児島銀行頭取を
勤めた前田兼宝4女秀子（大正2年11月生）
と結婚する。しかし同11年9月17日加治屋
町で亡くなったという。盟友の西東三鬼
は、あまりにも早い逝去に追悼句「葡萄あ
まししづかに友の死をいかる　三鬼」と詠
み、吉岡禅寺洞は「鳳作君は毎年一度か二
度は必ず訪ねてきて、泊まってくれた。彼
を“内心に覇気を有する牛のような人”だ
と私たちは云っていた。あの鹿児島人特有
のアクセントが、頭から一生離れないであ
ろう」と云い國堅を送った。

この亡くなる前の様子を淵脇　護は著書
『かごしまの俳句』に次のように書いてい
る。「昭和11年長女静子誕生（1年後死亡）。
5月ごろから首筋の痛みを訴え、妙見温泉
等で治療したが、快方に向かわず発作的な
嘔吐をみるようになった。9月病状急変、医
師も間に合わず心臓麻痺で逝去、30歳。昭
和12年長男正義、前田家で誕生」。

この記述から墓碑銘の「静子」は國堅娘
であることが分かった。妻秀子の実家前田
兼宝家はこの時下荒田町45番地にあるので

（『官報』第3038号、昭和12年）長男正義は
この地で生まれている。故人の死因を究明
するのは如何なものかと思うが、知人の医
師に前記症状を示したところ、本人を診た
わけではないので医学書的な推測との前提
で次の回答を得た。「首筋裏の痛みなら脳
動脈瘤などの脳圧亢進による嘔吐、脳動脈
瘤破裂による突然死の疑いあり。心臓麻痺

＝心臓が止まった状態の発見だから心臓が
原因ではないと考える」。つまり頭の中の
血管に瘤があって、これが頭蓋骨内の脳を
圧迫、神経が押されて首の痛みと脳内圧亢
進による嘔吐、血管の瘤が弾けて亡くなっ
たという解説であった。

郡元墓地は市中心部の南林寺墓地廃止に
伴う墓石移転先の一墓地で、大正8年3月1
日に開設された。掃苔中に「大正8年南林寺
墓地より改葬」と刻した古い墓に出会う。
墓地開設17年後の昭和11年9月以降に國堅
の墓は建てられたことになる。しかし家族
の篠原家墓は周囲に見当たらず、主題にみ
るように「ポツン」と建っている。何とも
不思議な光景である。

前述のように昭和6年宮古中学校に勤務
した國堅の功績を称え、宮古島市南西の丘
陵地鎌間嶺公園に鳳作の句碑が建立されて
いる。昭和47年11月20日に秀子未亡人、遺
児の正義、俳句会多数の出席のもと除幕式
が行われた。また指宿市長崎鼻にも建てら
れている。

ここで國堅の家族について触れておこ
う。父政治は鹿児島県士族で安政2年（1855
年）6月15日生まれ。『日本医籍録』大正15
年出版に「従来開業」とみえるので古くか
ら医業に携わっており、熱心なキリスト教
信者でもあった。明治10年西南戦争時は21
歳になり、薩軍として従軍し医療活動に従
事していたのかも知れない。

政治は昭和11年発行『鹿医誌』物故会員
中に名がみえる。國堅と没年は同じだが

「父82歳にして昇天す」（『現代俳句集』昭和
32年）と書いているので政治が先に亡く
なっている。

兄は國彬といい、明治35年10月15日生。
大正11年県立第二中学校を経て東京歯科医
専に学び昭和2年に卒業。東京などで3年間
研修した後同6年宮古島赴任、翌年平良町
西里250番地に歯科医院を開院した。妻光
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柄は明治42年生、長男壽宏は昭和9年生
（『沖縄県人事録』）。宮古島での開院は弟國
堅が宮古中学校勤務であったので、この事
も関係していると思われる。戦争中の昭和
20年1月鹿児島市に引揚げ、同22年9月上荒
田町91番地（現荒田1丁目）で再開院してお
り、現在も同地に篠原歯科医院は続いてい
る。

筆者はここまで墓碑銘、資料をもとに國
堅の経歴・事績と家族について述べてき
た。しかし疑問を感じる記述資料もあるの
で記しておきたい。

いくつかの資料は誕生地を「池之上町91
番地」としている。この番地の土地所有者
を調べるため鹿児島地方法務局所蔵「旧土
地台帳」池之上町全地番に篠原姓を捜し
た。ただ、篠原家が当時他人名義の宅地に
住んでいたとなるとこの手法は使えない。
調査の結果91番地に篠原はみえなかった
が、同町内に篠原政治が所有の宅地6筆、原
野1筆がみえた。この宅地すべては市立玉
龍中・高校正門前の道路を隔てた現在の池

之上町14番から21番街区に集中している。
最も有力な出生地は國堅誕生時に父政治が
旧来から所有の池之上町113番地、宅地95
坪（「旧土地台帳」）現在地同町14番街区で
あろう。ここで注意したいのは、前掲「91
番地」は明治19年式戸籍の本籍地表示の屋
敷番号「91番戸」ではないかと考える。明
治31年式戸籍に至るや本籍地表示に居住地

「地番」が用いられた。つまり屋敷番号「番
戸」と土地地番「番地」は必ずしも一致し
ない。

また一部資料に生年を明治39年10月29
日、享年29歳。没日を9月11日、さらに年譜
を元に明治38年10月29日生まれが正しいと
いう、とする資料もある。墓は後世まで残
るものであり、遺族が生没日・享年を間違
うことは考えにくく、筆者は墓碑銘の刻字
を信じたい。鹿児島市は無縁墳墓の撤去整
理を進めており、87年前に建ったこの墓は
いつまでこの地にあるのだろう。

いずれにせよ國堅は池之上町に生まれ、
無季俳句を提唱実行した旗手であった。
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鹿児島市小松原2丁目10番1号の歴史断章�
―カトリック学校をめぐって―�

� 「鹿児島の近現代」教育研究センター　客員研究員　永山�修一

1
鹿児島市小松原2丁目10番1号は、現在学

校法人ラ・サール学園の所在住所となって
いる。その土地は、昭和初年の段階では鹿
児島郡谷山町塩谷字宮ノ前990番地、1958
年市制施行以降谷山市塩屋町字宮ノ前990
番地、1967年4月谷山市と鹿児島市の合併
以降鹿児島市谷山塩屋町990番地、1981年
の住居表示変更以降冒頭の地番となった。

1928年8月、この土地をフランシスコ会
の米川基神父が購入した。この米川基は、
カナダ国籍のカリキスト・ジェリナの帰化
名である。この小文を、1921年のフランシ
スコ会と米川基神父から始めることにした
い。

2
1921年、ローマ聖座は、鹿児島・沖縄両

県をパリ宣教会に代えてフランシスコ会カ
ナダ管区に移託することとし、翌年6月、フ
ランシスコ会のモーリス＝ベルタン神父が
鹿児島宣教区長として奄美大島の名瀬に着
任し、地区本部を置いた。また、米川基神
父も奄美に着任した。このころ、奄美大島
の識者の中に、高等女学校の設立を求める
声があり、教会は文部省に高等女学校設立
認可の申請を行い、1924年4月、教会立とし
て大島高等女学校が開校した。初代の校長
には米川基神父が就任し、実際の運営は、
いずれもカナダ系の無原罪聖母宣教女子修
道会、1933年以降は聖名修道女会が担った

（平山久美子2007）。
1927年、ローマ聖座は、鹿児島宣教区を

鹿児島知牧教区に昇格することととし、教
区長館は奄美大島の名瀬から鹿児島市薬師
町30番地に移された。フランシスコ会の資
料（平秀應1988）によれば、1928年8月17日

「エジド・ロア教区長、鹿児島市小松原の島
津別宅を購入、教区長館を薬師町より移
す。聖アントニオ修道院と命名」とある。
次に、この小松原の土地購入について見て
いくことにする。

3
小松原の土地を購入したフランシスコ会

が、島津別宅を購入したとしていることか
ら、ラ・サール学園の周年誌もそれを踏襲
してきた。しかし、1951年にラ・サール学
園に着任した大友成彦修道士に対して2007
年に行われた聞き取りでは、修道院は今の
市電の社長の屋敷であったという話も出て
いた。

さて、この付近の土地利用について見る
と、幕末維新期には、中塩屋の集落、塩釜
神社、是枝千亀の屋敷、射場山、煙硝倉、
玉里別荘などがあった。玉里別荘は、島津
久光が第二子の島津忠済（1855～1915）の
ために建てたもので、忠済と久光夫人の田
鶴子が住んでいた。建物は平屋瓦葺60坪で
あるが、その周囲約3万㎡には松が植えら
れた。小松原という地名はこれによってつ
けられたものと言われている。

小松原2丁目10番1号の登記簿を見ると、
1920年4月久保ハマという人物がこの土地
を買得している。久保ハマは、鹿児島電気
軌道株式会社の社長を務めた久保熊彦（松
方正義の甥）の親族と考えられ、大友成彦
修道士の言葉を裏付けるものである。鹿児
島電気軌道は、大戦景気の中でカーボラン
ダム事業に乗り出したが、これが会社全体
の業績を悪化させ、久保熊彦は、社長を退
いて相談役となった。1927年の金融恐慌に
よって、鹿児島電気軌道は経営難に陥り、
同年極秘裏に鹿児島市へ売却することが決
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まり、1928年7月鹿児島市電が発足した（鹿
児島市交通局1958）。社長宅は、1928年7月
競売にかけられており、これを買得した鹿
児島県農工銀行が翌月米川基に売却した。
同月、フランシスコ会は、教区長館を同所
に移した。1930年、谷山には聖アントニオ
修道院（現ラ・サール学園ブラザーハウス）
が竣工し、翌年には教区神学校が開校し
た。

4
奄美大島では、1923年古仁屋に奄美大島

要塞司令部が開設された。同年、名瀬の高
千穂神社への参拝を拒否したカトリックの
大島中学校の2生徒が放校処分となり、
1926年には米川神父が奄美大島要塞司令部
の機密地図を入手し某国のために持ち出そ
うとしたという疑惑が喧伝されるなど、カ
トリックに対する圧迫が起こっていた。
1929年10月大島高女が伊勢神宮の式年遷宮
の遙拝を行わなかったことが問題となり、
1930年4月鹿児島県は米川神父の校長罷免
を通達した（宮下正昭1999）。1933年9月名
瀬町議会は大島高女の廃校を決議し、鹿児
島県大島郡私設町村長会は、大島高等女学
校の認可取消に関する陳情書を、文部大臣
鳩山一郎・外務大臣広田弘毅宛てに提出し
ている。1934年3月に大島高女は廃校と
なった。なお米川神父は、1932年・33年の
時点で要注意宣教師として、長崎・熊本県
知事から内務大臣・外務大臣や警視庁・北
海道・大阪・愛知・兵庫・岡山・福岡・鹿
児島の長官宛てにその動向が報告されてい
る（アジア歴史資料センター DB）。

1933年12月文部省は聖名（サン・モール）
修道女会による聖名高等女学校の設立申請
を認可し、1934年4月鹿児島市上荒田の仮
校舎で開校された。22名の生徒が大島高女
から聖名高女に転学したという（宮下正昭
1999）。9月には紫原中腹の本校舎で授業を
開始した。これに対し、1934年12月、明倫

会鹿児島県支部が、「聖名高女を中心とし
てカトリック教の国際スパイ嫌疑極めて濃
厚なり」という決議文を県知事に提出し、
カトリックへの排撃の動きが強まった（鹿
児島純心学園1993）。奄美でのカトリック
排撃はさらに激しさをまし、同年奄美から
外国人聖職者は引き上げた。同年、フラン
シスコ会は、鹿児島市のザビエル教会内に
聖フランシスコ修道院をつくる一方、登記
簿によれば、谷山の聖アントニオ修道院の
所有者である米川神父の住所は、1934年5
月22日に東京市大森区田園調布に移転して
いる。田園調布には、フランシスコ会の修
道院が設立されていた。その後、1936年6月
米川基神父から鹿児島教区天主公教宣教師
社団に鹿児島の全財産が寄贈され、鹿児島
で活動していた多くの修道会は鹿児島を去
り、鹿児島教区は邦人の手に委託されるこ
とになった。1937年2月聖フランシスコ修
道院は閉鎖された。
『谷山市誌』は、谷山小松原の遊休資産の

活用のため女性の独身信徒数名により育児
施設「白菊寮」が開設されたとする。しか
し、1936年にフランシスコ会がカナダの本
部に宛てて行った報告によれば、1934年に
谷山の建物に「幼稚園」が併設され、谷山
の信者がその仕事に当たっており、冬の間
は欠席者が多いが、夏のよい天気の日は、
近くの4つの部落から80人以上の子どもが
来るという（山下眞二氏（カトリック鹿児
島司教区本部）のご教示）。したがって、
1936年にフランシスコ会が鹿児島から退去
した後も、谷山の信者が育児施設を継続し
たというのが実態であろう。1938年11月七
田和三郎神父が長崎の五島列島の浜脇教会
から谷山の小松原仮教会（現在のラ・サー
ル）に着任した。『谷山市誌』は、小松原の
育児施設は、1939年「光の園修道会」を招
いて事業が継続されたとするが、この修道
会については、特定できていない。1933年



― 17―

近現代センター通信　第3号

フランシスコ会のガブリエル神父が指導に
あたって鹿児島でつくられた「お告げのフ
ランシスコ姉妹会」である可能性はあるも
のの（諏訪勝郎氏（ラ・サール学園講師）
のご教示）、これは、1938年5月に本部を鹿
児島市から東京に移している（社会福祉法
人お告げのフランシスコ姉妹会 HP より）。

5
1939年9月第2次世界大戦が始まった。

1940年7月に第2次近衛文麿内閣が成立する
と、9月には北部仏印進駐を行って、米・
英・蘭・中との対立を深め、日独伊三国同
盟を結んで枢軸国を形成し、連合国と対峙
していった。鹿児島教区長は聖名高等女学
校を長崎純心高等女学校を経営する邦人の
女子修道会に移管することを命じ、8月カ
ナダ出身の聖名修道女会の修道女たちは本
国カナダに引き揚げ、翌年正式に鹿児島純
心高等女学校が発足した。

1944年6月、鹿児島県は県立医学専門学
校の用地として、紫原の純心高女校舎敷地
を強制買収した。『谷山市誌』は、「当惑し
た教会は育児施設を放棄してこの地に純心
学園をうつした」としている。1945年3月頃
から、海軍の命令で製塩作業が始められ、
卒業生は、谷山の田辺航空工業株式会社の
工場に報国隊として奉仕した。また3年生
は小倉の兵器工場に動員された。

6
空襲によって鹿児島市の教会は焼失し、

ただ一つ残っていた小松原教会の出口一太
郎教区長のもとに、1946年七田和三郎神父
が復員し、翌年にはザビエル教会の再建が
始まった。小松原では1947年4月、鹿児島純
心中学校が開校し、翌1948年4月には新制
の鹿児島純心女子高等学校が発足した。同
年6月、戦時中に強制買収された紫原の校
舎が外国資産として認められ、その返還に
ついて鹿児島県との間で話がまとまり、9
月に純心中学・高校は小松原から紫原に

帰った（鹿児島純心学園1993）。
1949年はザビエル来航400年にあたって

おり、1949年5月29日から6月12日まで日本
各地で公式式典が行われた。ローマ教皇特
使ノーマン・ギルローイ枢機卿（オースト
ラリア・シドニー大司教）を団長とする巡
礼団は、5月31日ザビエルの聖腕とともに
鹿児島に到着し、重成格鹿児島県知事・勝
目清鹿児島市長らも出迎えて盛大な行事が
行われ、再建されたザビエル教会聖堂の祝
別式・献堂ミサが行われた（松山ちあき
2007）。これより前、鹿児島教区はザビエル
来航400年の記念事業として、①児童養護
施設、②幼稚園、③男子普通高校の設置を
計画していった。①は愛の聖母園（善き牧
者愛徳の聖母修道会により谷山の田辺航空
工業跡地に1949年設立）、②はザビエル幼
稚園（ザビエル教会内、1950年開園）、③は
ラ・サール高等学校（ラ・サール修道会に
より1950年開校）に結実する。

③について述べると、鹿児島教区では、
カトリックの女子校があるのに男子校がな
い状況に対して男子校を求める声があった

（諏訪勝郎氏のご教示）。1948年上京して大
司教に男子教育の修道会の鹿児島誘致への
協力を要請したがうまくいかず、訪れた田
園調布のフランシスコ会修道院で偶然出
会ったラ・サール会の修道士に鹿児島での
学校創設を懇請した。7月鹿児島教区長か
ら正式にラ・サール会宛の要請が届き、
ラ・サール会は遠距離のため受諾できない
旨の回答を行ったが、翌1949年には七田和
三郎神父が仙台を訪れて、鹿児島教区の希
望を熱心に説いたことで、ラ・サール会は
鹿児島での開校を10月に正式に受諾した。
学校用地は、鹿児島純心が所在した小松原
の校舎であり、11月21日に鹿児島県知事宛
に提出したラ・サール高等学校の設置認可
申請書に対して、翌22日に鹿児島県知事重
成格によるラ・サール会理事長マルセル・
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クーリッシェ宛の認可証が出された。1950
年1月15日の南日本新聞にはラ・サール高
校の開校告知記事があり、岩切重秀（鹿児
島市議会議長）、田辺健吉（新生工業株式会
社社長、もと田辺航空工業社長）、岩崎與八
郎（岩崎産業株式会社社長）、增田靜（鹿児
島県議会議長）、勝目清（鹿児島市長）、松
元仁一郎（谷山町長）、勝田信（鹿児島商工
会議所会頭、鹿児島銀行頭取）、松村鉄男

（弁護士）、重成恪（鹿児島県知事）、有馬純
次（鹿児島大学教育学部長）の10名がいわ
ば推薦者として名を連ねている。当時の鹿
児島の政界・財界・教育界などのトップの
ラ・サール開校への期待の大きさがわか
る。このころ、GHQ が推し進めた民主化教
育の中で鹿児島では1948年以降、男女共学

（併学）・小学区制が導入されていた。
ラ・サール高校の開設に動いた政財界な

どの人びとの中では、ザビエル来航400周
年記念事業はあくまで大義名分にすぎず、
占領政策に縛られないエリート主義的な男
女別学校の建設が当初から企図されていた
可能性があり、保守エリート層の戦後教育
への不満を解消する受け皿としての役割を
果たしていたという。そのため、他地域で
多く見られる男女共学に対する反対運動が
鹿児島県では見られなかったという（日高
利泰2021）。
『谷山市誌』よれば、玉里別荘は民間に譲

られて土屋某の所有となっており、開校後
の一時期ラ・サール高校生の寮となってい
て、20年ほど前に解体された。1954年、ラ・
サール会のブラザーハウスとして利用され
ていた旧久保邸が焼失した。こののち、校
舎として使われていた建物が聖堂・ブラ
ザーハウスとして使用されることになっ
た。1930年に建てられたこのブラザーハウ
スも、老朽化のためまもなく建て替えられ
ることになっている。
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『大正三年1914　桜島大爆発の思出集』について�
� 「鹿児島の近現代」教育研究センター　客員研究員　林�匡

本稿では、筆者が『近現代センター通信』
第2号に掲載の「忘れられていく学校の記
録」で紹介した、旧県立鹿児島西高等学校

（定時制夜間・昼間課程、通信課程を有し

た。）関係の資料（現在、県立明桜館高等学
校保管）から、標記の『桜島大爆発の思出
集』（鹿児島西高令者学級、1972）の概要を
紹介する。（以下の表、巻頭言は除く。）

№ イニシャル 生年 西暦 文章題 爆発当時場所 本人の状況など
1 ＡＹ Ｍ31 1898 （無題） 女子興業高鹿児島市上竜

尾町
上ノ園町にあった女子興業高一年生。学校から
帰宅、津波の噂、上竜尾町から鹿児島駅を経て
西市来へ避難。

2 ＮＳ 　 　 （無題） 県立二高女鹿児島市仲町 山下町にあった県立二高女から帰宅、自宅から
まず玉里邸御用人部屋へ避難、さらに伊敷街道
を小山田へ避難。

3
 

ＨＡ Ｍ35 1902 桜島大爆発
の体験記

大田小日置郡阿多村 阿多村（のち金峰町）大田小五年生。麦畑で近
所の人々と過ごし、さらに竹山の小屋で数日過
ごす。

4 ＫＴ 　 　 博多のノゾ
キ

福岡県博多 当時６歳、博多市内で降灰を体験。

5 ＯＴ Ｍ35 1902 ベスビアス
と比べて

県立女子師範附属小
鹿児島市照国町

山下町の県立女子師範附属小五年生。照国から
小野に一時避難、津波等のデマ。伊集院を経て
日置郡へ。灰よけのセルロイドメガネが流行し
たことなど。

6 ＮＫ 　 　 桜島の爆発 　 当時７歳の祝いをした数日後のこと。伊敷の先
の幸加木神社まで避難。

7 ＮＳ Ｍ38 1905 名山小学校
にて

名山小鹿児島市堀江町 市庁舎の前にあった名山小学校（東隣が商業学
校）二年生。田上から津波を避け伊集院方面に
移動、「まん頭石駅」（上伊集院駅）で乗車、伊
集院へ避難。

8 ＥＮ Ｍ36 1903 西田小にて 西田小鹿児島市常盤町 西田小学校児童。十二日夜は外に戸板を敷く。

9 ＩＴ Ｍ24 1891 明石市に於
て

明石市 所用で明石市に。号外で「鹿児島は全滅、汽車
も電信も不通」とありショックを受ける。家族
は坂元町に避難。

10 ＷＷ Ｍ41 1908 瀬々串にて 指宿郡瀬々串 地震後外で野宿。津波のデマ、地割への警戒。
11 ＯＫ Ｍ35 1902 伊集院の岡

から
県立女子師範附属小
鹿児島市金生町

県立女子師範附属小五年生。武の岡下へ一時避
難、地震後津波を避け、伊集院をめざし西田橋
を越え、水上坂を進む。伊集院石谷に到着。海
岸に一面の軽石、降灰。

12 ＹＳ Ｍ41 1908 日当平にて 鹿児島郡伊敷村下伊敷 当時６歳、自宅近くに歩兵第四十五連隊の実弾
射撃場があり、その中に茅葺きの小屋が建てら
れ、桜島の避難民の一部を収容。

13 ＯＭ Ｍ32 1899 （無題） 姶良郡溝辺村（地名玉
利）

高等科二年生。加治木方面から津波のデマでの
避難民

14 ＫＨ Ｍ41 1908 赤フンドシ 鹿児島市吉野町 当時５歳。竹山に避難後、吉田村まで避難。１
月12日は爆発記念日として講話、避難訓練を
行った。

15 ＦＹ Ｍ34 1901 残留記 伊敷尋常高等小、鹿児島
郡伊敷村上伊敷

飯山橋近く国道沿いに自宅。噴煙が毒ガスだと
の噂。多くの人が今の国道３号線を、甲突川上
流へ逃げる。

16 ＳＴ Ｍ37 1904 （無題） 曽於郡志布志町帖 小学三年生。兄は鹿児島の獣医研究会から帰さ
れ、加治木・国分・岩川と遠回りして帰宅。志
布志も軽石混じりの降灰。近所には桜島からの
移住者もいた。
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表に示したように、ここには爆発当時の
場所、在籍した学校と学年や地域、爆発後
の避難行動や当時の人々の状況、デマなど
が具体的に記載されている。大正3年の桜
島爆発については、例えば『桜島大正噴火
100周年記念誌』（桜島大正噴火100周年事
業実行委員会、2014）第2章「大正噴火」の
第2節「被害」、第3節「避難」、第4節「移
住」にまとめられるとともに、第6節「見聞

記抄」には私家版を含む6編が収録されて
いる。この『桜島大爆発の思出集』には、
爆発当時鹿児島市内や周辺（旧伊敷村な
ど）で経験したものが多いが、その他に旧
日置郡阿多村や川辺郡東加世田村、揖宿郡
瀬々串、姶良郡溝辺町や福山町、曽於郡志
布志町、その他県外でのことも記されてお
り、避難の状況や当時の風聞などもうかが
い知ることができる点で貴重であろう。一

17 ＳＫ Ｍ33 1800 伊集院石谷
にて

市立高等小鹿児島市武町 高等小学校の授業中だった。噴火後城山に登
る。その後帰宅、武岡の下に避難、地震後、西
別府の西郷殿屋敷に行く。田上から伊集院町石
谷に避難。

18 ＨＫ Ｍ30 1997 竹ヤブにて 県立二高女 山下町にあった県立二高女三年生。伊敷に避
難、地震後、竹藪で一夜を過ごし、犬迫へさら
に避難する。

19 ＴＴ Ｍ38 1905 桜島の裏側
で

福山尋常高等小姶良郡福
山町

福山尋常高等小。県立二高女の姉も帰宅。重富
駅辺りも桜島の避難民が大変だった。

20 ＯＳ 　 　 鹿児島市の
中心山之口
町にて

　 小学校入学前。海岸で見物し桜島からの避難者
を見る。父は西田橋近くの馬車着場に馬車の予
約に。郡山に避難するため伊敷街道を北上。夕
方、郡山に到着。

21 ＳＨ 　 　 信州にて 松本小長野県松本市 東市来の鶴丸小学校生だったが父の転勤で長野
県松本市へ。松本小四年生の時、1月13日に松本
に降灰。六年生の時、父が退職し鹿児島に戻る。

22 ＫＭ Ｍ43 1910 桜島大爆発
の思い出

　 出生地は鹿児島県外のため、知人ＳＴ氏（Ｍ４
１生、鹿児島市冷水町）から当時の思い出を聞
き記載。伊敷小からさらに津波がくるとの噂で
伊集院に避難したという。

23 ＭＤ 　 　 桜島大爆発
追想記

熊本市外本山村 九州逓信局附属電信学校生。生家は大隅南部。
爆発翌日の号外で知る。当時の鹿児島郵便局は
現鹿児島東郵便局にあった。石造２階建てだが
地震で倒壊。

24 ＭＴ Ｍ34 1901 墓地にて 海岸通り（米屋） 武駅から串木野へ避難。12日午後6時の地震時
墓地。

25 ＨＫ Ｍ42 1909 比志島にて 鹿児島郡伊敷村比志島 竹山で生活、桜島避難民も一時避難し、さらに
遠方へ。

26 ＮＴ Ｍ41 1908 加世田市万
世町にて

川辺郡東加世田村小松原 当時７歳、小学校入学前。12日夜は地震を警戒
し屋外に出て休むよう注意あり畑へ。

27 ＳＴ Ｍ35 1902 桜島の方と
ともに

鹿児島郡伊敷村仮屋 小学校から家に帰る。父を残し郡山の山中に避
難。父は村の組長をしていたので自宅では桜島
からの避難民を一時受け入れ。母方の祖父を石
垣倒壊で喪う。

28 　 　 　 大正三年の
鉄道

　 大正２年10月鹿児島駅から城山トンネルをぬけ
て鹿児島本線が東市来まで開通したことなど記
載。

29 ＥＳ Ｔ3 1914 士魂 　 桜島爆発当時父は台湾。伯母は谷山へ避難中、
二軒茶屋で18時の大地震に遭遇、間一髪で崖崩
れに遭わず。

30 ＳＴ Ｍ37 1904 桜島よりの
移民（志布
志）

　 志布志の三年女子組にも桜島小から転校生五・
六人を迎える。友だちになった家の商売のこと
など記載。

31 ＫＨ Ｍ41 1908 カツポレ 鹿児島市新町（港の近
く）

数えの7歳、岸壁に桜島からの避難民が続々上
陸。その後高麗町へ。津波の噂で田上の高台に
避難。
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例として、表中 No.12「日当平にて」を記
す。

「爆発当時、私は六才であった。電燈はな
く、ランプとカンテラの時代であった。一
月十二日の午後六時、いろりの近くにさ
がっていたランプが、突如、ガチャガチャ
と音をたてて大ゆれした。日当平の裏山の
頂上から、山をおおうようないきおいで、
次から次へと噴煙がふくれあがって、のし
かかってくるようないきおいで恐しかった
ことを覚えている。日当平には、そのころ、
まばらな農家しかなく、十数キロ先へと離
れているにもかかわらず、まるで裏山の火
事のように思われた。

姉は、私をおんぶして、木戸へ走り出し
て、しばらく身を寄せたほどであった。
ちょうど近くの平地に、歩兵第四十五連隊
の実弾射撃場があった。幅百五十メート
ル、奥ゆき一キロもあった。手前の方に、
百メートル毎に射撃をする台場が、五つほ
ど高く築かれていた。一番奥に、標的に打
ち込まれた弾跡を調べるごうがあり、私ど

もは、このごうをカンテッコと呼んでい
た。ここの標的が、弾痕のため、板がぼろ
ぼろとなるのを取り替え、それを修理更新
するための標的（マト）修理工場という一
軒の頑丈な倉庫が、わが家のすぐ目の下に
あたるところにあった。私ども、子どもた
ちは、マトゴヤと呼んでいた。ここに、ひ
とまず、一家および近所の数軒が避難し
た。下伊敷の住民の大部分は、小山田、伊
集院へ、小山田、伊集院の住民は、つき出
されるように、更に串木野方面へ避難した
という。

そのうちに、射撃場のどまん中に、長さ
二百メートルほどの、茅ぶきのほっ立て小
屋ができた。ここに、桜島の避難民の一部
が収容された。命からがらで、体一貫で逃
げてきた人々である。飲料水は、井戸水に
しかたよるほかない当時、こうした難民た
ちは、食糧と同時に、飲料水に不自由した
ものであろう。桜島住民の中には、その後、
日当平や中福良部落へ住みついた人もあっ
たという。」
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海音寺潮五郎文学における西南戦争�
� 「鹿児島の近現代」教育研究センター　客員研究員　吉満�庄司

はじめに
海音寺潮五郎は鹿児島出身の文豪で、歴

史を題材とした優れた作品を数多く残した
ことで知られている。特に、西郷隆盛の伝
記については、ライフワークとも位置付
け、昭和44（1969）年に新聞・雑誌から引
退宣言をし、直木賞選考委員など一切の役
職も辞任して『西郷隆盛伝』の執筆に精力
を注いだ。

しかし、昭和52（1977）年に78歳で逝去
し、『西郷隆盛伝』は未完のままとなった。
もっと長生きすれば、当然完成をみること
ができたであろう。しかし、全ての仕事を
断って『西郷隆盛伝』執筆に臨んでから亡
くなるまで8年の歳月があったにもかかわ
らず最後まで書き切れなかった。明治維新
後の西郷隆盛、特に西南戦争における西郷
については、概説程度の作品はあるにせ
よ、海音寺ならではの重厚な伝記とはほど
遠いものである。何十年もかけて西郷研究
に打ち込んできた海音寺であれば、そして
史伝文学の第一人者である海音寺の筆力を
もってすれば、完成させるには十分な時間
があったと思われる。

そこで、小稿では「なぜ明治維新後の西
郷隆盛、就中西南戦争における西郷隆盛に
ついて筆が進まなかったのか。」というこ
とについて考えてみたい。

大口における西南戦争
海音寺潮五郎は本名を末冨東作といい、

明治34（1901）年、鉱山業を経営する末冨
利兵衛の次男として鹿児島県伊佐郡大口村
に生まれた。

その頃、西南戦争からわずか20年余しか
経っておらず、まわりには西南戦争に従軍
した人がたくさん健在していた。そして、

毎日のように西郷さんや西南戦争について
の話を聞かされた。『海音寺潮五郎全集』第
十一巻の「あとがき」に「当時の薩摩には
西南戦争に出たおじさん達が多数いまし
た。ですから、その頃の薩摩の少年らは、
その人々から西南戦争の話を聞き、西郷の
話を聞いて育ちました。（略）わたくしに
とっては、西南戦争の話はイリヤッドであ
り、西郷の話はオデッセイだったのです。
このごろになってわたくしは思うのです
が、ひょっとすると後年わたくしが作家、
それも歴史文学の作家となったのは、ここ
に因縁があるかも知れない。」と述べてい
る。

また、海音寺潮五郎記念館が遺稿を整理
する中で発見された「わが文学と故郷」と
いう題の切り抜きには、「ぼくの生まれた
所は、薩摩北部の大口市だが、ここは西南
戦争のとき、激戦の行われた地だ。町の北
に高熊という丘陵があり、その東方に坊主
石という山があり、間を人吉街道がうねっ
ている。人吉で敗れた西郷軍の一部がこの
街道を退却してきて、坊主石に辺見十郎太
が、高熊に池辺吉十郎のひきいる熊本隊
が、防塁をきずいて南下してくる官軍を食
いとめようとした。塁を奪われたり、奪い
かえしたり、はげしい攻防戦が数日にわ
たってつづけられた。この攻防戦にまつわ
る話を、ぼくは幼いころからいくどとな
く、またいくつも、おとなたちから聞いた。
また、西郷軍として出陣していったおじさ
んたちから、いくさ話や陣中談をいくつも
聞いた。これらの話は、子供の読みものと
しては巌谷小波のおとぎ話くらいしかな
かった当時の片いなかの少年であったぼく
にとっては、もっともおもしろい小説であ
り、もっとも響き高い詩であった。ぼくは
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呼吸をつめ、われを忘れて聞きほれた。後
年ぼくが悲壮美を愛し、男性的気概に魅力
を感じ、そんな作品を多く書く作家になっ
たのは、ここにそのもっとも基本的なゆか
りがあるのかもしれない。また、作家とし
ての地歩を確保してくれたのも、このころ
に聞いた話を材料にして昭和12年ごろに書
いて、いろいろな雑誌に発表した、およそ
十編ほどの短編小説であった。この前年の
夏、ぼくは直木賞をもらったが、この賞は
当時はいまのように世間で大さわぎするも
のではなかった。ぼくの作家としての地歩
を確立してくれたのは、直木賞ではなく、
この十編ほどの短編小説であった。」と述
べており、幼少の頃にまわりの大人から聞
いた数々の逸話が、海音寺の作品の基と
なったことは確かである。
『南風薩摩歌』、『唐薯武士』、『柚木父子』、

『椎の夏木立』といった大口における西南
戦争を描いた代表的な作品は、いずれも当
事者から直に聞いた逸話などを豊富に盛り
込んで作品を構成しており、そこが海音寺
文学の醍醐味と言えよう。換言すれば、西
南戦争を経験した村の古老たちの体験談こ
そ、歴史小説家としての海音寺潮五郎の原
点ということになる。

太平洋戦争における陸軍徴用と大口疎開
昭和16（1941）年、太平洋戦争の開始に

伴い、海音寺潮五郎は陸軍報道班員として
徴用されマレーシアに派遣された。現地の
人々に日本文化を紹介し、日本の戦争の目
的を理解させるため、いわゆる「文化工作」
が主たる任務で、小説家や新聞記者などが
その任を負った。したがって、前線の戦場
に駆り出されることはなかったが、現地で
実際の戦争の悲惨さと不条理さを身を以て
体験した。クアラルンプールに1年余り駐
在したが、その間、気管支炎・胃痛・肺結
核を患い、徴用満期で帰国後もチフスと診

断され入院を余儀なくされた。
昭和19（1944）には、戦況の悪化に伴い

故郷の大口に疎開することとなった。大口
には、戦後の昭和23（1948）年まで4年余滞
在した。その間、ほとんど執筆活動は行わ
ず、漢籍を中心とする読書に没頭した。ま
た、西南戦争に従軍した人の残した陣中日
記（従軍日誌）などを精読する生活を送っ
た。そこには、少年時代にまわりの大人達
から聞いた勇ましい軍功談ではなく、銃弾
飛び交う負け戦の中、抗戦を繰り返す悲痛
な姿も克明に記録されていた。

西南戦争従軍者の陣中日記を基に書いた
『戦袍日誌』という短編小説がある。主人公
の遠矢休之助は、年端もいかない2人の部
下を戦死させてしまったことを悩み、その
後自らも戦闘で亡くなる。作品の中で、「余
ハ南洲翁ノ偉大ヲ知ル。ソノ心事ノ高朗ヲ
知ル。ソノ憂国ノ衷情ヲ知ル。マタ、麾下
将星ノソレヲ知ル。コノ戦ヒノ意義ヲ知
ル。而モナホ二少年ノ死ハ、余ヲシテ闘ヒ
ナルモノノ意義ヲ熟思スルコトヲ求メテヤ
マズ。」と海音寺は記している。そこには、
戦争というものの凄惨さや無意味さを強く
打ち出す姿勢がはっきりと確認できる。

大口は、高熊山激戦地に代表されるよう
に、県下でも最も激しい戦闘が行われた場
所であった。そして、そこで亡くなったり
負傷したのは従軍した兵士だけでなく、飯
炊きや荷物運びに動員された庶民も同様で
あった。家は焼かれ畑は荒らされるなど、
今も昔も戦争の被害者は庶民だった。

また、大口郷の郷士年寄も務めた有村隼
治は、政府軍に内通したと西郷軍に疑われ
惨殺された。妻のスマも同様に殺害され、
それと前後して大田甚太郎と園田助右衛門
も有村の密使として政府軍に情報を流して
いたという嫌疑で殺害された。有村は、堀
之内良眼坊とともに川内川開削工事の推進
や、木崎溜池の構築など大口の産業振興に
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尽力した指導者であった。藩と交渉し農耕
用牛馬の費用を調達したり、大口郷の農業
振興の守り神として戦国時代の武将・新納
忠元を祭神とする忠元神社の建立も推進し
た人物である。こうした史実を基にして海
音寺が執筆したのが『二本の銀杏』である。

海音寺潮五郎の葛藤
海音寺潮五郎は、敬愛する西郷隆盛の伝

記を書くことに使命感を持っていた。海音
寺がなぜ西郷の伝記を書くことにこれほど
こだわったかについて、『海音寺潮五郎全
集』第一巻掲載の「あとがき」で、「私が西
郷の伝記を書こうと思い立ったのは、私が
西郷が好きだからです。その好きであると
ころを、世間の人々に知ってもらいたいと
思い立ったという次第です。」と述べてい
る。また、「西郷は明治維新最大の功臣であ
りながら、後世の歴史家に誤解されている
面が多々あり、そのゆがんだ西郷像が歴史
知識として一般に定着してしまうことを避
けるために、真の西郷像を書こうとした。」
とも述べている。だからこそ、歴史の真実
を明らかにする目的を持った史伝という形
で西郷を描こうとしたのであろう。すなわ
ち、西郷が好きで好きでたまらないという
いうことと、真の西郷像を描きたいという
のが、西郷の伝記を執筆するようになった
動機であった。

その最も敬愛する西郷が目指して実践し
た大義と、西南戦争の実態をどう整理すれ
ばいいのか、どう整合性を考えればいい
か、海音寺は大いに悩んだことだろう。そ
して、そこには太平洋戦争時にマレーシア
に派遣され、そこで実際に体験した戦争の
悲惨さや不条理さも大きく影響したと思わ
れる。
『戦袍日誌』においても、西郷の憂国の情

と戦いの意義を信じながらも、2人の少年
の死を償うだけの意義があるのかと葛藤し

ている。補給豊富な官軍に対して、原始的
な斬りみで戦うしかない西郷軍には、局地
的な勝利はあっても劣勢を挽回する見込み
はないということを分かっていながら戦い
続ける主人公の陣中日記に、海音寺は自ら
太平洋戦争で経験した戦争の愚劣さを重ね
合わせたのかも知れない。

こうした葛藤が、文豪海音寺潮五郎を以
てしても西南戦争における西郷隆盛を描き
きれなかった最大の要因と考えられよう。

終わりに
これまで、西南戦争は西郷軍側から見た

戦い、あるいは政府軍から見た戦いで語ら
れることが多かった。

考えてみると、西南戦争50周年の頃は20
歳前後で従軍した人々がまだ70歳くらいで
存命であり、とても客観的に評価ができる
雰囲気ではなかった。西南戦争100周年は、
高度経済成長期を経て日本が急激な発展を
遂げた時代で、それに乗り遅れないよう、

「この繁栄する日本基礎を作ったのは我が
郷土の英雄西郷隆盛とその他の鹿児島出身
者である」ことを強調する風潮が強かっ
た。したがって，西南戦争とは何だったの
かということを客観的に考える状況ではな
かった。

このような経緯を踏まえ、数年後に迎え
る西南戦争150周年に当たっては、地方の
視点（特に戦場となった地域）や否応なく
駆り出されたり被害を受けた庶民の視点も
含めて、西南戦争とは何だったのかを複眼
的にそして客観的に考え直す必要があるの
ではないだろうか。これこそが海音寺潮五
郎が我々に残した課題なのかも知れない。
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戦艦金剛主計兵米倉重夫と親族�
――米倉吉之助家の明治・大正・昭和――�

� 日本美術家連盟会員　米倉�秀一

私は教職を退き10年以上が経ちました
が、4、5年前、太平洋戦争中、戦艦金剛に
乗船し戦死した父方の伯父の手紙などが出
てまいりました。その伯父と戦後生まれの
私はまったく面識はありませんでしたが、
小さい頃よりその伯父の写真など見る機会
があり、心の中では身近な人でした。その
ためか若くして死んだ伯父の手紙を親類、
家族などに残せないものか、また後の世の
研究者に少しは役立たないものかと考え、
素人ですがその作業をはじめ、また伯父の
生きた時代というものも調べてみました。

学力のない一人だけの作業で、自分の仕
事はこれでよいのだろうかと不安でした
が、南日本新聞で鹿児島大学の『「鹿児島近
現代」教育研究センター』の存在を知り無
謀にも戸をたたいてみました。丁度、同セ
ンター長の丹羽先謙治生がおられ、どこの
馬の骨ともわからぬ私の「伯父の手紙関係
の文」を笑顔で受け取っていただきまし
た。

それからお忙しい丹羽先生に私の文の校
正、校閲を長時間していただき、そこで私
は自分の文の未熟さをさらに実感しました
が、また自分なりの研究も少しやってみよ
うと刺激を受けた次第でもありました。そ
れと同時に学問の奥深さ、また学問に携わ
る方の真摯な姿勢とその研究の深さ、広さ
に圧倒され驚かされました。

今回『「鹿児島の近現代」教育研究セン
ター』並びにセンター長の丹羽先生と出会
い御指導を受けることができましたことは
誠に運の良いことでした。昔から自分は運
だけで生きてきたと思っていましたが、今
回はさらにそれを深く実感した次第です。
また特任助教の中嶋晋平先生にも御教示を

いただき御礼申し上げます。
先生方のご指導と貴重なお時間のお陰

で、誤りの多かった私の文は「戦艦金剛主
計兵米倉重夫と親族」として何とか形にで
きそうな状態となり、これから完成を目指
してもうひと頑張り致したいと思います。

貴センター並びに先生方には深く感謝を
もうしあげます。

米倉秀一『戦艦金剛主計兵米倉重夫と親 
族――米倉吉之助家の明治・大正・昭 
和――』（2023年12月）
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鹿児島の近現代文学（3）�
阿井景子「西郷家の女たち」�

� 「鹿児島の近現代」教育研究センター　特任助教　鈴木�優作

西南戦争は一般に、薩軍の勇敢さととも
に語られてきた。例えば、池波正太郎は

『西郷隆盛』（人物往来社、1967年）におい
て、「政府軍は薩軍の猛勇をおそれ、八個旅
団の大軍をもって十重二十重の包囲網をめ
ぐらし、むしろ薩軍の苦笑を買った。」と叙
述している。また、司馬遼太郎「翔ぶが如
く」（『毎日新聞』1972年1月1日～1976年9月
4日）では、「熊本鎮台の兵士というものは、
言わば土百姓、素町人の烏合の衆たるに過
ぎないのであるから、いかにしても、剽悍
なる薩摩隼人の向こうに立ちそうにもな
い」と樺山資紀中佐が回顧している。両作
における女性は、「鹿児島の女たちが城山
へやって来ては、食物や酒をはこんだり、
将兵の洗濯までやった。」（『西郷隆盛』）、

「この当時、旧幕の遺習として、宿場の旅籠
には飯盛女とよばれる遊女が抱えられてい
る。」（「翔ぶが如く」）とあるように、銃後
で性的役割をこなす固有名のない集団とし
て後景化されている。そこに男性／従軍者
からの視点であって、女性／銃後の視点は
不在である。

一方で、西南戦争を女性／銃後から描い
たのが、阿井景子「西郷家の女たち」（『別
冊文藝春秋』1986年10月）だ。阿井は鹿児
島純心女子高等学校の出身である。本作は
西郷家に仕えた女中よしの子孫・黒川ゆき
えに取材し、西郷隆盛の妻いとを視点人物
とした物語である。

以下、物語を追っていこう。薩摩では男
子は忠誠を旨とする「士道」を、女子は「心
を和らげ、辞をしとやかにし操を守る」「婦
道」を叩き込まれる。幼いいとは「婦道」
に従い、「男たちの志を大切に」することを
学ぶ。西南戦争が始まると、政治から乖離

した立場にある女達からすれば、「いとや
女たちに政情がわかるはずもな」く、男達
に対して「ひたすら戦勝を祈」ることしか
できない。しかし、戊辰戦争で斃れた西郷
家の次男・吉二郎に続き、末弟・小兵衛が
戦死する。四人の兄弟が戊辰戦争従軍時に

「戦死を第一の功」と誓ったのに対して、
「死は残された者にとってあまりにも悲し
い。」、「いとは男たちの戦いが恨めしかっ
た。」といとの悲痛な思いが描かれる。

以下の記述を参照すると、戦は男の晴れ
舞台、という認識は男たちに共有されてい
たのかもしれない。

戦国以来の習風の中にある薩摩人の多
くは、何よりも戦いというものが、男子
の一生にとっての唯一の晴れのものであ
るということが、政治上の是非善悪など
とは無関係に、それを越えて信仰以上の
ものになっていた。（「翔ぶが如く」）

「西郷家の女たち」で男たちの戦いに恨み
を投げかけるいとの視点は、戦争を描く文
学における男性からの視点を相対化する重
要な役割を担っているのではないだろうか。
「わたしたちが戦争について知っている

ことは全て「男の言葉」で語られていた。
わたしたちは「男の」戦争観、男の感覚に
とらわれている。男の言葉の。女たちは
黙っている。」（スヴェトラーナ・アレクシ
エーヴィチ著／三浦みどり訳『戦争は女の
顔をしていない』（群像社、2008年7月、原
著1985年）というように戦争はジェンダー
性が如実に顕現する事象であって、性的な
視座を替えればその捉え方は変わってくる
ということだろう。
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寄贈資料

山下真一『鹿児島藩の領主権力と家臣団』岩田書院（2023年11月30日、山下真一様より）
『記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財「種子島の盆踊調査報告書」』南種子町
教育委員会・西之表市教育委員会（2023年12月6日、種子島開発総合センター「鉄砲館」
様より）

『種子島の盆踊　DVD2』（同上）
『YES  オノ・ヨーコ展』ほか28冊、朝日新聞社（鹿児島県霧島アートの森様より、2023
年12月6日）
米倉秀一『戦艦金剛主計兵　米倉重夫と親族―米倉吉之助家の明治・大正・昭和―』

（2024年1月5日、米倉秀一様より）
『佐賀学ブックレット』①～③岩田書院、④～⑩海鳥社（2014年1月16日、佐賀大学地域
学歴史文化研究センター様より）

今後の予定

3月23日、奄美群島日本復帰70周年記念シンポジウム「豊穣の奄美―研究と文化の継 
承―」を開催します。

編集後記

今回は、8点のイベント記事と5名の客員教員・研究員の論考を掲載できました。内容が
一層充実し、本誌は28頁に拡大しました。開所後一年半となる弊センターの活動も一層飛
躍させていきたいものです。（須）
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